
 

茨城県南水道企業団優秀建設業者 

令和４年度 受賞一覧 
 

土木部門 

年度 受賞工事件名 受賞業者名 

令和 2 年度 
国補県南水新工第 5－24 号 

配水管布設替工事 
大竹建設株式会社 

令和 2 年度 
県南水新工第 5－42 号 

配水管布設替工事 

エム・ケイ・アール株式会社

取手支店 

令和 3 年度 
国補県南水新工第 5－16 号 

配水管布設替工事 
株式会社大松建設工業 
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茨城県南水道企業団表彰要綱 

 

 

目的                                  

茨城県南水道企業団が発注する建設工事を誠意をもって適正に施工し、特に 

優秀な成績で完成させた建設業者を企業長が表彰することで、建設業者の施工

意欲を向上させ、建設工事の質をより高めることを目的にしています。 

 

表彰部門                                       

 1 土木部門 

 

表彰の対象                                

表彰の前年度において建設工事を完成させたものであって、次のいずれかに

該当する者とします。 

1 適正な工程管理により工期内に完成させ、かつ、施工技術が優秀と認め

られる者 

2 高度な技術を必要とする工事を旺盛な責任感をもって工期内に完成させ、

かつ、施工技術が優秀と認められる者  

 

必要要件                                 

1 請負金額が 500 万円以上の工事であること。 

2 給水区域内に本店、支店又は営業所を有する請負者であること。 

3 表彰年度の前年度に完成した工事であること。 

4 当該工事成績評定点が 80 点以上であること。 

5 表彰対象年度の初日から表彰の日までの間に、指名停止の措置要件に該

当せず、または、該当するおそれがないこと。 

6 表彰対象年度の初日から表彰の日までの間において、企業団が発注した

工事で、65 点未満の工事成績評定点を受けていないこと。 

 

 

 

 

 

 

 



令和 4年度 茨城県南水道企業団優秀建設業者表彰 

令和 2年度 国補県南水新工第 5-24号 

配水管布設替工事 

着工前 

 
完成 

 

請負業者：大竹建設株式会社 

工事場所：取手市白山 7丁目 4-19番地先～白山 6丁目 14-5番地先間 

請負金額：44,797,390円 

表彰理由： 本工事は、国道 294号線における重要管路の配水管布設替工事であります。他

の地下埋設物が混在している中での歩車道縦断及び横断での掘削作業となった

ため、詳細な現地調査と関係機関との綿密な協議を行い、慎重に現場を進めた。

また、設計図面の練り直しや施工計画を立案し、夜間施工での安全管理対策や、

周辺住民への周知を積極的に行い、事故や苦情等の防止に努め、現場を完成させ

た。 



令和 4年度 茨城県南水道企業団優秀建設業者表彰 

令和 2年度 県南水新工第 5-42号 

配水管布設替工事 

着工前 

 
完成 

 

 

請負業者：エム・ケイ・アール株式会社 取手支店 

工事場所：取手市椚木 112-2番地先～椚木 183-5番地先間 他 1箇所 

請負金額：26,760,580円 

表彰理由： 本工事は、下水道及び道路改良工事に伴う配水管布設替工事であります。創意

工夫として、管体番号表示にあたり、口径に応じて文字の大きさを変え、写真で

も見やすくまとめられていた。また、給水管分岐穿孔時に発生する切片に番号を

記し、切片の取り忘れを防止する工夫をした。現場事務所においては、分別カゴ

を設置して、現場から発生した産業廃棄物の分別を行ったり、仮設トイレに目隠

しフェンスを設置し、周辺住民への環境美化に努め、現場を完成させた。 



令和 4年度 茨城県南水道企業団優秀建設業者表彰 

令和 3年度 国補県南水新工第 5-16号 

配水管布設替工事 

着工前 

 

完成 

 

 

請負業者：株式会社大松建設工業 

工事場所：龍ケ崎市小通幸谷町 111番地先～小通幸谷町 132-4番地先間 

請負金額：62,660,400円 

表彰理由： 本工事は、交通量の多い幹線道路の両側に立坑を構築し、鞘管内の配水管布設

替工事であります。発進立坑付近には、大型車が頻繁に出入りする工場があり、

作業時間の制約を受けたため、関係者と綿密な協議を行い、作業の効率化に努め

た。また、設計図面と現地において差異が生じた際には、現場代理人自ら監督員

に対して現場の条件に最も適した工法を提案し、現場を完成させた。 


